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Swift/BATと「あかり」全天サーベイカタログに基づく活動銀河核の種
類の同定
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活動銀河核（AGN）からの放射は、赤外線とＸ線が大きな寄与を占め、両者の関係を知ることはAGNの放射
機構を知る手がかりとなる。強い吸収を受けている Compton-thick AGNは全AGNの 50%を占めるとされ、Ｘ
線背景放射の起源や AGNの宇宙論的進化を探る上で非常に重要な天体である。しかし、その強い吸収のために
間違いなく種類を同定することが容易ではなく、見逃されている Compton-thick AGNが多数存在すると考えら
れている。そこで、本講演では吸収に関して無バイアスな硬X線放射とダスト由来の再放射である赤外線に着目
し、両放射の相関に基づいた新しいAGNタイプ分類法を提案・検証する。
我々は、Swift/BAT硬X線全天サーベイ 22ヶ月カタログ (14-195 keV)と「あかり」赤外線全天サーベイカタ

ログ (9, 18, 90 µm)を用い、吸収に関して無バイアスなAGNサンプル 160個について硬X線-赤外線の光度相関
を調査した。その結果、先行研究 (Ichikawa et al. 2011, ApJ)と同様にほとんどのAGNで、硬X線/中間赤外線
光度相関 (＞ 1040 erg/s)を示すことが確認できた。一方で、多くの Compton-thick AGNは相関から外れる傾向
を示し、セイファート銀河に比べて吸収の影響が大きいという構造の違いを表している。構造の違いが光度相関
に現れる点に着目し、我々は硬X線-赤外線の二色図を用いてセイファートAGNとCompton-thick AGNを区別
することに成功した。同じ手法により、Compton-thick AGNとの区別の難しいスターバースト銀河を区別する
こともできる。本手法は遠方のAGNにも適用できるため、今後のサーベイ観測で有用な指標になる。


